
新型インフルエンザ対応総合訓練

インフルエンザウイルスＨ５Ｎ１による「鳥から人へのインフルエンザ感

染」は、東南アジアを中心に拡大しており、300名を超える感染者のうち約2

00名の死亡と、高い死亡率が認められている。Ｈ５Ｎ１が変異し 「人から、

人へ感染する新型インフルエンザ」が発生した場合には、短期間のうちに世

界中に感染が拡大し、社会的な混乱を引き起こす可能性が高い。

新型インフルエンザが発生した場合に、政府・自治体が一体となって早期

に万全の対応がとれるよう、全省庁及び自治体による新型インフルエンザ対

応総合訓練を下記のとおり実施する。

記

１．日 時

平成１９年１１月１６日（金） 終日

２．訓練参加省庁及び自治体

内閣官房、関係省庁、千葉県及び成田空港検疫所

３．訓練の概要

新型インフルエンザ発生から国内での大流行までを想定した総合訓練

を実施する。

（訓練の内容）

・関係省庁及び千葉県における訓練課題への回答等の机上訓練

・国と千葉県によるテレビ会談

・成田空港検疫所及び千葉県による患者搬送等の実働訓練 等



インフルエンザ訓練の流れ

シナリオ①

【対策本部の立ち上げ】

シナリオ②

W国からの航空便で患者発生

【検疫強化・患者搬送等】

シナリオ③

千葉県で患者発生

【国内初発例への対応】

シナリオ⑤

【感染拡大への対応】

シナリオ⑥

【社会混乱への対応】

シナリオ④

国内で複数の患者発生

【感染拡大防止の初期対応】

訓練開始フェーズ４Ａ：

海外（W国）で新型インフルエンザ発生

フェーズ４Ｂ：国内発生

フェーズ５Ｂ：国内での感染拡大

フェーズ６Ｂ：全国的な大流行

フェーズ３（現状）：
鳥から人への感染を認めるが、
人から人への持続的な感染は認められない。
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